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40　A地区の調査

4・蒲田1号墳
72′豆

本墳は、かけづか山からほぼ西に向って伸びる低平な台地上に位置する°調査前の観察によ

り、径／10数mの範朗にわたり、周囲の畑地より約2mほどの高まりを持っており、一面草木に

おおわれ、その一部は竹林となっていることがわかった。

平板による地形掬畳の結果では、／本墳南側はかなり急で、北東部はゆるい惑面になっており

直径10数mの円墳であろうことを予測させた。南側は竹本が茂り、北東部のゆるい斜面は江戸／

時代以降、現代に至る墓地として利用されている°なお、本墳のほぼ中央掛こ「クロガネモチ」

の巨木があって、これを根こそぎ獲らんがためにブルドーザーを入れた痕跡があり、結局は木

の大きさと墓地側から入れないこともあってあきらめたものの、大量の土を姥乱して去った。

このため綱査はこの土を除けることから手をつけたが、この撹乱された土の中にはかなりの遺

物と、大小の線泥片岩の板石を含んでいた。

調査は、本境の埋葬施設の主体部確認と土層観察のため、中央部からほぼ東西・南北にトレ

ンチを設定し発掘にかカモった°　しかし、いずれのトレンチにおいてもその主体部らしき遺構に

接することができなかった0－ただ、南トレンチにおいては、0．9mx　0．6mはどの緑泥片岩の
・．

板石を検出したが、これもすでに原痘匿を離れていた°　このため、各トレンチの土層の観察を

もとに、それぞれの区域の墳丘盛土を1枚ずつ剥いでゆく作業にかかった。この作業に伴って、

弥生式土器片、須恵器、土師欝、晋磁等の破片を検出したが、ついに主体部と覚しきものの発
ヽ

見には至らなかった。

墳丘盛土の状況を観ると、3本の縞状の黒色土層が認められるが、このうちの最下部に位置

する黒色土層中に主として遺物の発見を見、その下層の黄褐色粘質土層中にも遺物が含まれて

いることがわかった。さらに上部の盛土衷土内にも須恵罪・磁器の出土を見たが、これらの遺

物は全てが破片となっており、まともなものがそのままつぶれたという感じを受けさせるもの

はなく、このような遺物の出土状況から考えて、土層図に見る最下層の黒色土層が本墳築造時

の地表面であったこと、さらに本墳築造に際しては本丘陵上の縄文．弥生時代の遺物を含む土

．を盛土として使用したことが判明した°各トレソチでの観察によれば、墳丘裾部に対する周溝

などの加工は認められなかったが、北側に地山をわずかに謝ったと思われる部分があった°　し

かしこの加工が本墳築造時においてなされたものかどうかは不明である。　江

最後に、北東部の墓地の部分を除き、南東．南西．北西の各区を地山繭まで掘り下げたが、

いずれの区においても墟葬主体部に凄することはできなかったし、地山面においでも、その加

工の痕跡を認めることはできなかった。そのほか、埴輪・葺石／石列などの外部施設も一切鑑

められなかった°

．以上の駒査により、ブルドーザーによる破壊のため埋葬主体部を確認できなかったという、
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42　A地区の調査
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44　A地区の調査
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23蒲田1号墳墳丘出土遺物実溌図（11）（縮尺与）

古墳としての否定的要素を含むにしても、立地の条仲、盛土を持つことからして古墳と考える

ことが妥当と思われる。さらに、かなりの量の緑泥片岩を集めていることから、少々大胆に推

測することが許されるならば、その内部主体としては、緑泥片岩の板石による小口積みの小石

室（堅穴式）ではなかったろうかと思われる。横穴式石室でないことは間違いなく、また、適

当な大きさの板石をもたないことから、箱式石棺とも考えられない°本墳が堅穴式の小石室を

もっていたものであるとすれば、先に述べた南トレンチ／出土の0・9mxO．6】取の板石は、天井石

として使用された可能性も考えられる。このような竪穴式の小石室については、本境から指呼
蝕）

の間に望み得る土井名子道1号墳にその例を見ることができる。

本調査についてまとめてみると次のようになる。

1．本墳は径10数mの円墳であったであろうこと。
／1

2．内部主体は、緑泥片岩を使用した小石室をもつものであっ－たろうこと。

以上の推測と次の事実を知り得た。

3．本墳築造に際しては、本台地上の縄文、弥生期の遺物を含む土を盛土として使用した。

4．本墳築造後、この台地はその背の部分を1m近く削られ、平担にされた。

軸　「名子道遺跡」－福岡市大字土井字名子遺所在古式墳墓の調査1972年ー



Tab．8　蒲田1号壙墳丘出土遺物一覧表

蒲田1号墳　45

（単位　e泊）

一連釉轟号．
砺 紆 －．一車 層 部 法　 量 形　 態　 の　 特 ）徴 － 手 ．法 の 特 徴 胎 土 績 成 料 ，釉

f i9．・

ヽ′Y － 69 北西部 董 口辺部 口径16＋ α 長芋の頚部は、大き．く外轡 ．し断
面鋤先状のロ緑部をなす°

Y 70は断面 M 字形の突苛 をもつ°

内外面ともに丹塗 りか

・？
精 良 普 通 淡 黄 褐 色 22

一Y － 70 西 トレンチ
黒色土層

壷 口辺部 口径　 2 3 、内面梯ナデ、外面上下
の箆の／ち横ナデか？

砂 粒 普一連 赤茶 褐 色 2－2

Y ー 7 1 墳　 丘 「壷．．口辺部′ 口径　 2 8 ロ緑部のみ、内側の突出は小さ
く、やや下方にさがる。－

／口繚魂やや跳ね
上がる° 砂 粒 普 通 暗 茶 褐 色 ／ ・22

二Y 一 72 南東部
黒色土屑

粒 自辺部 口径 ・ 2 3 いずれもr く」の字形 に外反する

口緑部をもち、績部の跳ね上が－
りはなく、面取 りもなく、 まる
くつくる°　Y ？3 ．75 ．76は内面
に稜線 がはいる。
Y 77は口緑部がほぼ平坦で最大
径はロ緑部・にある°

調整感不明

、ヽ

，砂 粒 普 通 黄 褐色 － ．22

Y ー 73 南東部
黒．色土層

甕 ／口辺部 口 径 ．告6 砂 粒 普 遍 淡 褐色 22

／．Y ー 74 、北東部　 － 甕 口辺部 口 径　 32 内外面とも磨滅 し
謝盤痕 不明 砂 粒 普 通 貴重 2 2

．IY 一 75 南東部
2 ．3黒色土居

甕 口辺／部 口 径　 3 3 調整癖不明　 ＿ 砂 粒 薗 通 赤褐 色 2 2

Y 一 76 南東部 B 最上
黒色土層

甕 口辺部 口径　 32 網一埜癖不明 砂粒少
精 良 普 通 黄 褐 色 2 3

－Y 一 7 7 南東部 B ． 甕 鹿部欠 口 径　 26． 口辺部構ナデ 砂 粒 ．普 通 黄 をおびた
赤軍色 2 2

／Y － 71．8 北東部 甕 －口辺部 口 径　 26 「く」の字形 に外反／する口緑部 を

もちやや肥厚 した璃部は小 さ、く

耽ね上がる。

内外面調整績不明 砂 粒 普 通 畢 褐 色 ．2 2

／Y － 7 9 南東部阜勗上
黒色土層

＿甕 ＿．／口辺部 口径 3．2 ．8 口辺部横ナ デ、外面不
鮮明だが縫刷毛か？ 砂 粒 普 通 黄 褐 色 2 2

Y ナ命0 墳　 丘 甲辺部 口径26－30 突帯は断面M 字形 。 内外面横 ナデ後丹塗 り 砂 粒 書 緻 赤 褐 色 、2 2．

・Y － 8 1 ・南東部 ’口辺部 口径 14・ 口緑部は平坦でなくまるみをも 内面ナデ、丹 塗り／、 砂粒 ． 普 通 淡 褐 色 222 ；3 栗色土層 つ° 外面封能 多い

Y － 82 南東部8 最上
黒色土層 番台 鹿 部 下 部 径 14 ほぼ一定 した厚 さをもつ0 欠央

邸 も現存部と同形 か？くびれ部 ．
中．位°

外面紺刷畢 砂 粒 普 通 淡 黄 褐 色 22

★－ 83 南東部最上
黒色土居 鹿 部 底 径 7 ・2 鹿部やや凹 外面横 ナデ 砂 粒 堅 緻 淡 黄 色 ′ 2 2 ．

Y －糾 北西料
地山直上

鹿 部 ・底 径 、、、8 ．4 鹿部元 やや凹°・休部へは内反 り
ぎみ 砂 粒 普 通 黄 褐 色 22

Y － 85′／南北 トレンチ 鹿 部 底 径 7 ・a 鹿部ぶあっく外面磯部はやや突
出する°

鹿部凹む。外面梯ナデ
鹿部璃鋭利 砂 粒 普 通 外面灰褐色

内面淡黄色
22

Y 二 86 南東部 ／
2 －3 黒色j輝

．

鹿 部 底 径　 9 告壁あつい。 外面砂粒露出 砂 粒 普 通 黒褐 色 22

，Y － 訂 西 可 チ
底 畢 底 径 8 ．4 鹿部 はやや凹 。内反 りぎみ 砂粒少

精 良 普 通 ． 赤 褐色 22

Y － 88
南北声 チ

l鹿 部 底 径 7 ．6 内成 りぎみで あるが嘩径小 さく
立 ちあカ．りも大 きい。 外面粗い刷毛 牢 粒 普 通 赤茶 褐 色 2 2

、Y － 8 9． 北西部 鹿 部 底 径 8 ．4 底径大 きく内反 りぎみ－　Y 89は

器壁がぶあつい。

Y 9．0 あげ底 ．

外面破刷毛後ナデか？ 砂 粒 普 通 赤 茶 褐 色 2 2

Y － 9 0 南北トレンチ 軍 部 底 径 13 外面粗い刷－毛 ／ 砂 粒 普 通 黄 褐 色 22

H － 1 墳　 丘 甕 鹿部欠 底 径 ／l・2 肥厚 した口緑部は′下さく外反し
まるく．おきめ る0

口辺部横ナデ外面縦刷
毛内面度削 り 砂粒少 普 通 暗 茶 褐 色 22

S ～ 1 北東部 甕 甲 部 一口径　 2r0 口緑部は外反 し、端部は内側 に
丸くつまみ出．してlおさめる°

内、外面ともにヨコナデ、ロ／魯＿
下部に一条の凸帯をつまみ出し
その下に鰍：よる波状文。

砂 粒 堅 緻 淡 灰 黒 色 23

J － 184 ．ヽ北西部 碗 鹿 部 高台径 3 ．革
高台高 0．9 ・小形の磯で見込内庭 に砂付着 灰 自 良． 23

J ‐ 185 北東部 碗 嘩 部 高台径 5．8
高台高 l／・3 ’

高台の測 り出 しに特徴があり
凹凸がめ．だつ

高台には釉がかかるが
見込 には釉 がかからず 淡黄色 －良 2 3

J ～ 186 彿　 丘 碗 鹿 藤 高台径 5．6
高台高 1．0

ぶあつい．鹿部に彫 りの浅い高台
をづ出る。畳付は水平

見込に、は文様なし 嗜灰色 史 釉は高台 ま

・で涜 れる／
2 3

J － 187

T 一一 1

北西部 碗 鹿 部 高台径 5 ．8 高台は削 りすぎて放線をえが く 革台鐸釦ニ柿 目。見込体 灰 色 良 釉は高台ま 2 3高台高 0 ．8 部がある．。 部に文様 で

－北西部 鹿 部 底 径 6 ．6 あげ底の鹿部から休部は，大 き
く外反す る0　器機不明

内面械ナデ。－外面千草
を箆削 り 暗畢色 良　′ 2 3





































































































































































































136　E地区の調査

4・蒲田2・3号墳　7ン′≠

蒲田2・3号境は、標高約40mを計るかけづか山のほぼ頂上に位置する°　このかけづか山頂
．

上部を福岡市と粕屋郡との境界線が走り、南半が粕屋郡、北半が福岡市に属する。本墳調査開
＼

始前、すでに粕屋郡側は10数㎡にわたって土取りのため切り落とされていた。ために、境界線

上に位置する2．3号頃はその半分以上を切り取られ、原形を失っていた。しかし、すでに切

り取られた粕屋郡側にも少くとも3基以上の横穴式石室を持つ古墳があったことが、昭和32年

に撮影された写真によって確認された讐蒲田2・3号墳は、この古墳群の北端部を占める古墳

である。

調査は、平板測量の結果ではその中心部はすでに破壊された可能性を示したが、埋葬主体部

の確認を急ぐことから開始した°　しかし、当初の予想通り、主体部は全くその形をとどめず、

ただ、その中央にあたる部分に若干の、石室構築に使用されたと考えられる石組みが存在して

いた。この石組みは、1．5m×0・5　mほどの大きさの石を中心に、人頭大の石を集めた状態で

あった。大形の石材は1個のみで、これに続く石材は見当らなかったが、出土の位置からして

石室の贋石として使用されたものと考えてよかろう。

墳丘は、石室構築とともに土を盛り上げ、その状態は墳丘断面に如実に現われていた。土層

図の最下層の黒色土層は、草木葉をその表面にのせており、この層とこの上層との境は明瞭で・

簡単にはがれた。　このことから、本境の築造に際してはこの部分には何らの手を加えず、盛

土をのせたことがう．かがえた°　墳丘裾部などに特別の加工痕．周溝などの施設も認められなか

った。しかし、盛土を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

盛る過程においては、

墳丘内部に二重の石列

をめぐらしていること

が知られた。

まず第一は、墳丘の

ほぼなかばに、人頭大

の石を幡2m～3mをこ

わたって、直径約14m

くらいの円形かこめぐら

している。西側の、本

墳の最も低い場所では

3－5段の石垣状に積

んだ部分もあるが、他

伝う

句

5　ぐ∂

L・40・36m

百

害
．

等
．

J

0　　　　　　　　　　z巾

ヒ一二…／－．土……一一．－L．…．一．．一1，．．．一二二∃

Fi各昏2　蒲田2号墳石室実測図　（縮尺あ）
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138　E地区の調査

の部分は積み上げたというより、寄せ集めたという感が強いが、当初、積み上げたものが崩れ

落ちた可能性も考えられる°なお、この石列は水平にめぐるものではなく、地山の傾斜と同じ
＼

くらいの傾きを持ち、石列の東西の高低差は約1mを計る°　　　　　　　　　　　　　　　…

第二は、墳項近くにめぐるもので、これも人頭大の石を用い、雑然とした感じである。この

石列の直径は8m前後と思われる°

本墳丘からは、石器、弥生式土器、須恵器などの出土をみたが、須恵器以外は本境との直榎
一ー一一．．一－

の関係は認められない。これらの遺物は第Ⅴ章の「旧石器時代・縄文時代の石器」の項に詳述

する。
．

以上の如く、本墳の調査の結果、蒲田2号頃は、

1・かけづか山南斜面に位置するかけづか山古墳群の最北端部に占地し。

2・直径約22m、高さ　2・5m以上の墳丘を持ち。

3・墳丘内に二重の石列を持つ。

4．横穴式石室を埋葬主体部とするであろう、円墳であることを確認した。

なお、蒲田3号墳は調査の結果、古墳とは無関係であることが判明した。

（注）．昭和32年11月、内海克久氏の撮影による。
Tab．29　蒲田2号墳墳丘出土遺物一覧表 （単位cm）

遺 物 番 号
出 土 地 点

（層 位 ）
懇 毯 ．器 部 法　　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 、 胎 キ 焼 成 色　　 調 簡　　 考 ・

Y l0 4 墳 丘 東 北 部 ．甕 口辺 部 口 径 音1 ．2
逆 L 字 形 の ロ 縁 や 突 轟 な ど は Y l le ／や Y l 1、1 に 同 じで あ

砂　 凄、 良 淡 黄 婦 色
日 経 上 面 、

る が や や 下 方 に 陳 斜 す る 。 外 面 丹 塗 り。

Y l0 5 東 西 断 面 高 坏 一口 辺 部 ／口 径 19
琵 警 芸 嬉 野 畢 線 滞 鶴 製 狩 野

砂　 木．
良

軟 質
淡 黄 褐 色

Y 10 8
Ⅰ ト　レ ン チ

率 土
董 口 辺 部 口 径 3 2

い わ ゆ る j鍬 形 の 誇 張 さ れ た 口 辺 部 を も つ 。

）内 外 頭 割 離 す す み 調 盤 痕 不 明 な 部 が 多 い が 、 口 辺 下 外 面
ほ 槙 ナ デ か ？

癖 粒 少
良

／竪 緻
暗 褐 色

Y 10 7 墳 丘 表 採 一粒 口 辺 部 1口 径 3 7
内 外 面 砂 粒 雷 山 。 横 面 の 粘

土 接 合 部 は 調 虚 不 完 全
砂 ′　羊、 良 茸 褐 色

Y l0 8 南 東 部 断 面 底 郊 ／底 径 5 ・4
あ げ 底 の 底 部 を も ち 、 ぷ あ

っ い つ ぐ りを な す °
詞 塵 不 明 細 砂 粒 良 黄 茶 褐 色

Y 10 9 南 西 部 断 面 鹿 部 庇 径 7 ．2 や や あ げ 底 －内 外 面 と も に 摩 滅 ． 砂　 粒 良 賓 褐 色

Y l 10
c l 7 グ リッ ド

Il　　　 層 －
甕 口 辺 部 口 径 2 9

達 し 字 形 の 口 辺 部 を も ち 、 口 辺 部 直 下 に 断 面 M 季 形 の 突 ・
砂 粒 少 良 赤 褐 色

c 2 0 ダ リ ヅ ド
帝 を め ぐ ら す 。 口 辺 蹄 に 斜 め の 刻 み 日、、丹 塗 り痕 は 外 面

の み 。
出 土 土 器 片 と接 自

Y l ll 寮 口 辺 部 ・口 径 調

口辺 端 を 欠 く が つ く りは Y ll e と 向 一㌧ 丹 塗 り痕 も 向 じ

よ う に 外 面 の み 樗 認 め ら れ る 。 ／内 面 、 口 辺 平 坦 鰍 ま不
明 こ。

精　 良 良 赤 褐 色

H　 9 0

墳　 丘　 下

黒 色 土 居

登 口 辺 ／紙 口 径 39

い わ ゆ る 二 重 口 縁 土 醇 の 口辺 部 や 短 か い 頚 部 か ら や や 外
反 す る 立 ち あ が りは 平 坦 な 口，縁 で お さ め る 。 内 外 面 と も
ロ、辺 掛 よ丁 寧 な 横 ナ ヂ 頸 部 下 内 面 は へ ・ヲ 軌 り 後 刷 毛 目 を
い れ る。 底 部 破 片 に よ る 一と、 ま る み の あ る′鹿 部 で 、 内 外
面 と も に 上 下 方 向 に 刷 毛 日を い れ る 。

一掃　 良

良

軟 質

淡 茶 色 P L 一 3 9

S　 2 3
墳　　　 丘

東　　　 棟
、杯 ．

口 径 1 1′．6

廓 高 4 ．4

内 懐 す る 立 上 り端 部 は 丸 く お さ め る 。 底 部 半 分 ほ ど を へ

．？ 削 り ° 内 面 鹿 部 に タ タ キ 痕 0 、

砂　 粒 竪 緻 灰 茶 褐 色

S　 糾
墳 丘 北 東 部

／口 辺 部 甲 径 1 1 ．6
外 反 す る 言 縁 部 卑 折 り返 し て 外 方 に．ふ く ら ま せ ．1．わ ず か

良 堅 緻
外 面 灰 異 色

盛 ．土　 中 に 内 側 に も ふ く ら む 。 へ ラ記 号 の 一 部 が 残 っ て い る 。 内 面 灰 茶 色

S　 2 5
墳 丘 北 東 敦

盛　 土　 中
高 杯 脚 部 政 経 ．7 ．4 無 蓋 高 杯 の 脚 で 、 内 部 に しぼ り 目 が 認 め ら れ る ° 良 堅 緻 ニ厚　 爵　 色

J 18 9 表　　　 土 粒 ・全 形
口 径 1 5 ・5
器 高 6 ．5
高 台齢 ．4

銘 菓 は 、′不 鮮 朗 な 陰 刻 で 劫 ほ う す i ， 鎬 案 文 の 稜 線 、 口

綾 部 な ど は げ て 変 色 ° 見 込 内 政 は 釉 厚 く淡 緑 色 を 瑳 す る 。
細 か な 質 乳 °

灰　 色

儲 ： 密
良 複 線 灰 色 ／



＼

ト

l

／

／

．

〔

－

藍、～－／、、
＼J

　　 ／　　 r 2

。一類諦霞霞蛋唇

」

正憲薫き壽讃酬 油仲居．1／

ヰ竺壁 書．′

2
立 ヽ

．ヽ
ヽ．　／

4 ，

）／頭 ．

2 毫

三 ．

’・r・彩 珍 努 ′／膠

ク4

0 5 m

一一」　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．．－　　」

F ig・糾「窟 2号墳墳丘踊 図 （縮尺姦）、
Ⅰ、 ．．し1．

1
－

．榔ゝ
■／



＼

／

＼

ノ

ト
／

＼
／

＼

l

／

、

し＼

藍・、ニ

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

ィ ．／4 ．－′′2 －蓋芸義 塾 、－ ′／廣

＝＞　　　－＼l

．3ハ・甜・撃器．裏
／－＼、．、、、．－

／ ／ ／ … ー ／ ！ 一 ／2 髪 等 一 4　 一′ 箪 4 2 q l 夢 ．－　　 1 5
－3 憲拭　 3 ．・．満．．． 1．4．リ．・・1こ」

蛋 苧 i　　　 烏 ／　　　　　　 V2 一 転．・惑5 嘉 掴．／．．・ ．．蕾．．・・． ．．／・琶 ニ ・／　 分 二 遜 ．． ．脚　 ．・．．

逆 一二 琵 1 2 芸 ； ／／・・＝ z ／す、 ‡ 、L h 4 竃 ．；；：：…．・． ．．攣 －～．．・蔓 ；；／・．・．．… ．‥．、・…：器 聖 ：：；慧 ・．5．．、…ム‥・－ふ．鱒ポ25 蓋 等・ ．・．殻 ））と．・さ．）・ヽ・

裏書…

／ ／ ／ ／ ′ 2

▼‥こく／拙 痕芳試 光軸 ．－／園 豊鶉

）

・Ⅴ・．／昔l辟－ニ絆榊 撫毒輔言媒瑞／異莞脳詳末社鞴 ．一喝朝・糠灘等蟄瓢型諏樹 、好一・沸庶幾三 2　　　　　　　　　　　　　 1

一％

4 も 壁 ．－・／

2

ヽ包
．ヽ
　ヽ　－

4 ．

…5二l／感

珍 ・

÷

ク4

l

？

r

ll

／一、、

Fi古9．品雷2号墳墳丘断面図（縮尺姦）

′、タダ



蒲田2・3号墳139

射彿増

叫細粒

∠一―二二二二一」ニ‾薫寇

ノ

H

．／．

90

－）．／．／ヽノ

雪櫓吉澤

10cm

J L牢壷車竺⊇

融参上

038q㌔



140　E地区の調査
．

5．かけ塚山古墳群出土の遺物

ここに紹介する遺物は、本調査以前にすでに宅地造成によって破壊されたかけ塚山古墳群中

の1墓から採集された資料で、調査中に平ノ／内率治氏より寄贈を受けたものである。採集した

氏によれば、本資料は、昭和45年の夏頃、かけ塚山の最高所にあった破壊された古墳石室の羨

道部床面付近から草とまって出土したとのことで、他の古墳の遺物混入は考えられない°また

右室の形態は、玄室部はすでに石材は抜き取られていたとのことから明らかではない°遺物の

多くは細片となっており、図示しうるものが少ないが、遺物の組み合わせはきわめて興味深い・

ものがあり、かけ塚山古墳群の一端を知るうえで貴重であろう°

（1・2）鉄地金飼張りの磯金具で、績縁の一部を欠失するが全形をよくとどめる。手法

．法量の類似から対になるものとみてよく、3が後輪磯金具と考えられることから、3と同一

鞍橋に着装されたものと思われる°上面にややふくらみをもつ5mmほどの金銅張り鉄地に、縁

金具を置き鋲を付す。

（3）　鉄地金鋼張りの後

輪の磯金具で1・2と同形の

もの。／革妥ほ餃具を欠失し座金

のみ残存する0

（4）二条線づくりの引手。
ヽ

（5）直径10cm前後の円形

晶の破片である。上面は面取

りが施されているが、下面は

剥離した状態で蒲鉾形断面を

しめす。

（6・7）　鉄小札で、6

は長さ5cm、円頭形をしめし

やや反りをもつ。

（8）　破片の円周．傾斜

・鋲の間隔などから横矧板鋲

留胃と推定される。

（9・10）　横矧板鋲留短

甲と推定される°　両者とも側

縁ほ右斜めをしめすが、円周

カニブほ弱く、胴上部にあた

るものであろう°

070∂8
｝一．一　一　11紬

』二≡一―云二■誓芸』
070吋．

7

0ニ70－

10

錘ぎ

Fig・釉　かけ塚山古墳群出土遺物実測図（縮尺÷）
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Fig．97！か鞭山城群全景（脚3絆11月膨）纏埠
















































































































































	20160729094517
	第33集スキャン修正2
	第33集スキャン修正
	第３３集修正（仮）2
	第３３集修正版（仮）
	0033a第３３集欠落あり
	0033_第３３集
	目次


	第33集スキャン修正
	第33集スキャン分
	第33集スキャン分
	第33集スキャン分
	20160727103953
	20160727104109
	20160727104146
	20160727104421
	20160727104354
	20160727104611
	20160727104753
	20160727104913
	20160727105034
	20160727105155
	20160727105302
	20160727105423

	20160727105949
	20160727110254
	20160727110548
	20160727110406
	20160727110827
	20160727110937
	20160727111121

	20160727111706
	20160727111813
	20160727111911
	20160727112915
	20160727113129

	20160727113738


	第33集スキャン修正２
	第33集スキャン修正2
	第33集スキャン修正2
	20160728090719
	20160728090826
	20160728090936
	20160728091446
	20160728091256
	20160728091640
	20160728091824
	20160728091911
	20160728092545
	20160728092951
	20160728093010
	20160728093335
	20160728093503
	20160728093612
	20160728093726
	20160728093748
	20160728093921
	20160728094250
	20160728094408
	20160728094550
	20160728094721
	20160728095228
	20160728095244
	20160728095433
	20160728095658
	20160728095815
	20160728100017
	20160728100130
	20160728100252
	20160728100413
	20160728100634
	20160728102750

	20160728104509

	20160728105447
	20160728105522


	20160728111219
	20160728111825

	20160728114448




